
主題：神の家また神の都としての召会を建造するための
主の回復の内在的な意義

エズラの務め――きよめ

9:1-10:14 5:8 22:4 21:18 , 21

エズラが到着する前、神の回復された民の間に混合がありましたが、彼は「聖なる種

族 をどのような異教のものからも分離させることによって 回復をきよめました――」 、

エズラ ― ：9:1 10:14

9:1 10:14

2:19-22

「心の純粋な人たちは幸いである．彼らは神を見るからである」――マタイ ：5:8

10:31

1:5 2:22 73:1

42:5

3:18 1:26

22:4

42:6 16:24 9:23 14:26

「純粋な良心をもって、その信仰の奥義を保っていなければなりません」―― テモ

テ ：3:9



1:19 3:9

1:9, 7

1:3

「あらゆることにおいて、神の奉仕者として自己推薦しています．すなわち････純潔

にも････聖い霊にも、偽りのない愛にも」―― コリント 前半 ：6:4 , 6

3:9 1:5

1:3 3:9

1:15

7:1

4:12

4:16

「この望みを彼に置いている者はすべて、彼がきよくあられるように、自分をきよく

するのです」―― ヨハネ ：3:3

1-2

1:9 2:27-29 3:7

「都は純金であって、純粋なガラスのようであった 「都の大通りは純金であって、」、

透明なガラスのようであった」――啓 後半 後半：21:18 , 21
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